
 

 

平成３０年度 事業報告書 

連続講座 

「プロフェッショナルに聞く！～ 

文化庁移転と文化芸術の未来～」 

 

第７回 「ファッション―暮らしが育む装いの文化― 」 

○実施日 平成３０年１２月３日 

○会場  mumokuteki ホール 

（京都市中京区寺町通蛸薬師上る式部町 261 ヒューマンフォーラムビル 3F） 

○出演者 

 ゲスト； 

  石関 亮氏（公益財団法人京都服飾文化研究財団学芸課課長，キュレーター） 

熊谷 優希氏（株式会社熊谷次取締役／京都観光おもてなし大使） 

 ファシリテーター； 

  平竹 耕三（京都市文化芸術政策監）



1 

 

第７回プロフェッショナルに聞く！  

文化庁移転と文化芸術の未来 

 

 

平成 30年 12月 3日（月)  

＜ゲスト＞ 

石関 亮 氏 

（公益財団法人京都服飾文化研究財団学芸課 

課長，キュレーター） 

熊谷 優希 氏 

（株式会社熊谷次取締役／ 

京都観光おもてなし大使）  

＜ファシリテーター＞ 

平竹 耕三 

（京都市文化芸術政策監） 

 

 

 

 

 

 

 

平竹：京都市の平竹でございます。本日は大勢

お集まりいただきまして，本当にありがとうご

ざいます。石関さん，熊谷さん，どうぞよろし

くお願いいたします。文化庁が京都に移転する

にあたりまして，文化芸術基本法の生活文化の

中に食文化が加わるなど，国も制度を整えてい

るところです。文化庁でも，生活文化はこれま

であまり力を入れてこなかった分野なので，そ

こに力を入れていこうとされています。文化庁

に来ていただく京都としては，文化庁が来られ

たらこういうことをやってほしいなとか，こう

いうことをやっていただいたら，これまでにな

い文化政策ができるのではないかといった国

の政策の進歩，進化を期待して，このような講

座を開催しています。 

本日のテーマは「ファッション－暮らしが育

む装いの文化－」です。ファッションというこ

とで，まずどんな服を着てきたらいいのかなと

いうところから，大変悩みましたが，サラリー

マンのファッションということで（笑），スー

ツでやってまいりました。 

先ほどご紹介がございましたが，本日のゲス

トは，お一人は公益財団法人京都服飾文化研究

財団の石関亮様でございます。ファッションを

学術的に研究されたり，展覧会の企画等をなさ

ったりしておられます。もう一方の，すばらし

いお着物姿で登壇いただきましたのは，株式会

社熊谷次の熊谷優希様でございます。婚礼衣装

の企画制作やプロデュースをされる傍ら，京都

観光おもてなし大使としても活動しておられ

ます。本日はファッションということをテーマ

に 2人のゲストにお話を伺うことで，その魅力

や，あるいはそれを政策の中でどういうふうに

取り入れていけるのかを，皆様方とご一緒に考

えていきたいと思います。それでは，これから

は石関さん，熊谷さんとお呼びさせていただき

ながら，進めてまいります。 

まず，石関さん，自己紹介を兼ねて，どんな
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ご活動をなさっておられるかお話しいただけ

たらと思います。よろしくお願いいたします。 

 

石関：皆さんこんばんは。京都服飾文化研究財

団に所属しております，石関と申します。財団

の名前に京都とあるので，皆さんによく和装の

研究所と思われるのですが，実はファッション

というもの，今の私たちが着ているもの，いわ

ゆる現代服と，そのの源流である西洋の歴史的

衣装を主な研究対象としています。実はこの財

団，下着メーカーの株式会社ワコールが 100％

出資しているのですが，単に下着のみならず，

その上に着る衣服，ファッションも含め幅広く

研究をしているところです。そういった研究者

の立場として，今回この場に立たせていただい

ているのかなと思っています。最初に財団がど

んなことをやっているのかということをもう

少し紹介しながら，私の自己紹介と代えさせて

いただきます。 

 

京都服飾文化研究財団という名前は長いで

すよね。正式名称だと，ここに公益財団法人と

いう堅苦しい単語が頭に付くので，さらに長い。

ですので，英語名である，Kyoto Costume 

Institute の頭文字を取って，KCI と簡単に呼

んでいます。 

実は，今年 2018年は，財団が設立 40周年に

なります。つまり，40年遡って 1978年が財団

の設立年となります。温故知新という言葉があ

るように，私たちの現代の服を考えるにあたっ

て，その源流である洋服の歴史を知ることが大

切です。歴史をたどることによって，私たちの

着る文化，西洋から借りてきている文化かもし

れませんが，そうした文化がもう少し理解しや

すくなる。日本だけではなく，私たちが着てい

る現代服は，世界中の共通のものになってきて

います。その服の歴史に対する理解を深めるこ

とによって，将来的に，どこに向かっていくの

か。もちろん，「来年のトレンドはこれですよ」

と細かく正確に言えないかもしれないですけ

れども，どういう方向に進んでいくのかを考え

ることができると思います。そういったことを

知る機会になると思い，活動をしています。 

具体的にはどのようなことをしているかと

いうと，ひとつには，現物の衣服を集めていま

す。古いものですと，17 世紀，1600 年前後の

資料ですね。つまり，400 年以上前の服から，

最近のものとしては，現代の服，パリや東京で

コレクション，ファッションショーとか行われ

て，デザイナーさんが発表したりするんですけ

れども，そういった服まで集めています。また，

ユニクロや ZARA のような，ファストファッシ

ョンの服やストリートファッションも時には

収集をしています。そうした収蔵品を調査した

り，服飾史を研究したりする中で明らかになっ

てきたことを，主には展覧会というかたちで，

皆さんに伝える活動もしています。いくつか実

例を紹介させていただきます。 

 

「浪漫衣裳展」 1980年  

©京都服飾文化研究財団 広川泰士撮影 
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かなり古いものですが，これは 1980 年に開

催しました「浪漫衣裳展」という展覧会です。

19 世紀のファッションを扱かった展覧会で，

岡崎にある京都国立近代美術館と開催しまし

た。この美術館とは，定期的に一緒に活動して

おります。このあとご紹介する展覧会は，基本

的には京都で最初に展覧会をして，その後，別

の美術館に巡回しております。次の大規模な展

覧会は 1989 年に開催した「華麗な革命」展で

す。18世紀，フランス革命という歴史的事件が

起こって，貴族社会から市民中心の社会に移り

変わっていくのですが，その中でどう服装が変

わっていくのかを紹介しています。18 世紀の

貴族たちの服装は例えば宮廷服は非常に豪華

で装飾的だったのですが，フランス革命後にな

ると，白を基調としたシンプルですっきりした

ドレスが流行します。時代や社会が変わると，

ファッションもがらっと変わることを皆さん

には知ってもらいたいと思います。 

次に，今日の話題と深く関わりがあることで

すが，ファッションの源流は西洋にあると言い

ながら，実際にはその中に日本の着物の要素が

結構取り入れられています。そこにフォーカス

を当てた展覧会もしております。「モードのジ

ャポニスム」という展覧会です。 

また，現代のファッションは現代アート等と

も深く関連しています。アートとファッション

のつながりに関しては，「身体」というテーマ

で展覧会を行っています。また，衣服と切り離

せない他の要素として，カラフルな色彩もあり

ます。その「色」をテーマにした展覧会「COLORS

ファッションと色彩」ですとか，ファッション

における「着飾る」という行為のぜいたくさを

取り上げた展覧会「ラグジュアリー：ファッシ

ョンの欲望」といったものを開催しました。京

都で行った最新の展覧会は 2014 年の「Future 

Beauty 日本ファッション」展です。20 世紀後

半，日本は戦後の洋装化を経てファッション・

デザイナーが次々と登場し，世界で活躍するよ

うになりますが，そうした日本のデザイナーた

ちを紹介しながら，彼らが日本という文化的土

壌からどのような影響を受けて，また世界に影

響を与えたのかということを見てもらう展覧

会でした。このように展覧会では，単にトレン

ドを紹介するのではなくて，服が歴史の中でど

のように育まれていって，それが日本や西洋と

いうひとつの場所やファッションという一領

域にとどまらず，いろんなところへ移り伝わっ

ていく様子を皆さんにお見せしながら，一緒に

考えていければと思っています。 

「COLORSファッションと色彩」展 2004年 

 ©京都服飾文化研究財団 畠山直哉撮影 

 

実は来年 2019 年も，京都国立近代美術館で

展覧会を行う予定ですので，是非とも来ていた

だけるとありがたいです。紹介をこのぐらいに

して，今回のテーマについて，お話しようと思

います。 

「装いの文化」というテーマでお話をいただ

いたんですけれども，まずは「装いとは文化な

のか」という問いを立てて考え直そうと思いま

す。ただ，私自身，服を研究している立場でも

あるので，「装いは文化である」と，もちろん

かたくなに信じています。おそらく会場に来ら

れている皆さんも，装いと文化の関連について

興味を持っておられて，来られていると思うの

で，装いは文化じゃないと思っていらっしゃる

方は，まずいないとは思います。ですが，再確

認という意味も含めて，「文化」はそもそも辞
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書でどう定義されているかと調べてみました。

「広辞苑」第 6版の記述です。まず，「culture」

という英語と同義であることが示されて，「人

間が自然に手を加えて形成してきた物心両面

の成果」と続きます。その次の一文が，「衣食

住をはじめ」という言葉で始まっているんです。

「文化なのか」という私の問い自体が愚かしい。

「衣食住は文化でしょ」とごく当たり前のこと

を言うように定義は始まっています。これで安

心して「装いの文化」について話を進めていけ

ます。 

そうなると非常に残念なのは，文化庁のお話

になりますけれども，「衣食住」について，今

まで文化庁はほとんど何もしてこなかったと

いう事実です。「衣食住はじめ」って言ってい

るくらい文化として衣服を考えるのは当たり

前なのだから，文化行政をつかさどる文化庁と

しては，最初から，何かしら衣服に対する活動

をしてよ，という思いが募ります。 

装いは文化であることがわかりました。では，

そこから広げて，「ファッションって文化なの

か」ということを考えたいと思います。「ファ

ッション」は流行という訳語からもイメージさ

れるように，何かしら一過性のもので，例えば

ファッション・デザイナーやファッション雑誌

やテレビ，ネットで流行りが作られて，それを

追いかけるか無視するかする上っ面なものだ

ろうと。「ファッションなんて,文化っていうほ

どじゃないよ」と思われる方もいらっしゃると

思います。確かに一過性のトレンドはたくさん

ありますが，例えば 10 年，50 年，100 年とい

ったスパンで変わっていく装いについて考え

ると，それは単なる一過性のものではなくて，

やはり私たちが少しずつ育んでいるものです。

そういった意味で，ファッションもひとつの文

化だろうと思います。 

もう少しお時間をいただきつつ，文化である

例をお話しさせていただければと思います。 

皆さんにはいろいろな形のマネキンをご覧

いただきます。 

展示用マネキン 京都服飾文化研究財団所蔵 

 

私たちが過去の時代の衣装を展示するとき

に使うマネキンの原型で，どの時代のものかに

よって使うマネキンがほぼ決まります。左から，

18世紀，19世紀初頭，19世紀中頃，20世紀初

頭，1920年代と並んでいて，一番右は現代のマ

ネキンです。左から四つのマネキンは，私たち

が収蔵している現物の衣服のサイズやシルエ

ットから逆算して作ったものです。ウエストの

形，バストの位置，ヒップの高さとかが時代に

よって変化している様子がお分かりいただけ

ると思います。その時代のある意味では理想的

な身体に近いと思ってください。つまり，理想

的なボディラインは実のところ時代とともに

変わってきているということです。これは決し

て特定のファッション雑誌だとか，デザイナー

個人で決められてしまうものではありません。

いろんな要素が組み合わさって，着る人も参加

しながら作り上げていった形と考えてくださ

い。 

18 世紀ヨーロッパの貴族の衣装には，非常

に華やかなものが多いです。中には，頭に船を

載せるといった奇抜な装いも流行りました。そ

うしたドレスの下に何を着ているかというと，

コルセットです。コルセットが胸の高さや，ウ

エストの形，ヒップの盛り上がりを作っていき

ます。そして，その上にドレスを着るというの

が，西洋の服装の長い伝統です。 
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ドレス 1780年頃  

京都服飾文化研究財団所蔵 小暮徹撮影 

 

19 世紀中頃になると，スカートが大きく張

り出します。そのスカートのフォルムを作るの

が「クリノリン」という，ある種の補正下着で

す。現在でも，ウェディングドレスなどでまだ

まだこういったスタイルが人気ですね。150年

前のドレスのスタイルにみんなまだ憧れを抱

いているということが言えます。 

 

クリノリン 1865年頃 畠山崇撮影 

 

少し時代が下がると，「バッスル・スタイル」

と言って，これもウェディングドレスで人気で

すが，「バッスル」という名のヒップパッドで

お尻を大きく張り出たように形を作るもので

す。西洋の服の作り方はまずコルセットやバッ

スルといった下着で形を整えて，その上から体

にフィットさせるように服を作っていきます。 

コルセットは長く西洋で用いられた下着で

す。19世紀になると，今の下着のように鮮やか

な色や，華やかなレースの装飾が施されるよう

になります。この時期ウエストを極端に細く絞

ったスタイルが流行しますが，そのシルエット

を作り出しているのがコルセットです。ウエス

トを締めるときつく苦しくなることは，想像し

ていただけると思います。子供の頃からずっと

着けているので慣れている部分もあるでしょ

うが，やはり骨の形が変わったり，内臓の位置

や形が少しいびつになったりしていたようで

す。細くしたいという欲求が高まるのと同時に，

健康被害や生活に支障が出ることが問題とな

って，コルセットが使われなくなってきます。 

そのあと登場するのが，ブラジャーです。

1925 年ぐらいになってくると，ようやく私た

ちがある程度見慣れているようなスタイルに

なってきます。現代服のスタイルに近いものも

この頃登場します。 

今の私たちの服の原型は 100 年前ぐらいに

出てきたわけです。でも，その前にコルセット

というものがあって，それを改良したり，置き

換えたり，また改良したりと繰り返しながら今

の下着や服の形が生まれています。踏み込んで

言えば，コルセットがなければ，私たちの現代

のスタイルは生まれず，違う形の衣服が出てき

た可能性が大いにあると思うのです。 

もう少し違う側面でファッションと文化の

関わりについてお話します。西洋の衣服にどの

ように東洋，あるいは日本の文化が入っていっ

たか，ということです。19 世紀の後半，欧米で

は日本の文化が熱狂的にもてはやされた時期

がありました。「ジャポニスム」という言葉を

お聞きになった方も多いかなと思います。もと

もとは美術用語で，例えば浮世絵の構図や色彩

の感覚が，モネ，ルノワール，ゴッホなどの，

印象派の画家を中心とする西洋絵画の美意識

に影響を与えたことを指します。それだけでな
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く，ホイッスラーなどの当時の風俗を描く画家

たちの作品を見ると，西洋人が着物を着て，日

本風の屏風や椅子，浮世絵に囲まれているシー

ンがしばしば登場します。 

このように当時，工芸品も含めて，日本のい

ろいろな文化が海外に行って，西洋ではそれを

非常に珍重する，評価する動きがありました。

その頃の日本文化の熱みたいなものを広く「ジ

ャポニスム」と捉えたら，服も同じことが言え

ると思い，KCI では「モードのジャポニスム」

という展覧会を企画しました。19世紀後半，実

際に着物の生地を使って，当時の流行のスタイ

ルに作り変えられたドレスがありますし，着物

に使われる花鳥のモチーフ，例えばカキツバタ，

竹，ツバメといったものがドレスの柄に取り入

れられています。着物風の服が西洋で作られて，

室内着として用いられたり，帯や袖，襟の打ち

合わせといった着物に特徴的なデザインをド

レスに流用したり，自分たちの文化の中にどん

どん取り入れていこうとする流れがありまし

た。 

また，着物は平面的な衣服で，立体的な人体

に合わせて裁断，縫製する西洋の伝統的な服作

りの形とは異なっています。20世紀に入ると，

ドレスの形は徐々にシンプルに平面的になり

ます。多分，この辺にも着物の影響が強く出て

いるのではないかと考えています。 

同時期に日本でも，西洋に輸出するために室

内着やコートを製造していた事実があります。

洋装の流れを受けて，日本人自身が，日本的な

ものをどう洋服の中に取り入れるかを試行す

る流れも出てきます。 

服を文化の視点で考えるというのは，誰かひ

とりが成し遂げたという話ではなくて，大きな

流れの中でいろんな方々が関わっていって，長

い年月をかけて服の形や着こなし方などの進

化につながっていく，そうした様子を捉えてい

くことが大切だと思います。 

装いとは，最初に申し上げたとおり「文化」

です。服を着る私たち自身が育んでいく文化だ

ろうと考えています。ですので，ファッション

は一部の人がやっているもので，それに興味の

ない私には無関係だと考えるのではなく，「着

る」という行為自体が，いろいろな歴史的な積

み重ねを経て今の私たちの生活に組み込まれ

ているわけですから，他人事ではなくて自分ご

ととして捉えていただきたいということを，願

いも込めて，まとめとさせていただきます。 

 

平竹：どうもありがとうございました。 

ただいまのプレゼンでは，KCIのご活動とか

展覧会のお話ですとか，あるいは着物がどのよ

うな形で洋装に影響を与えていったか，あるい

は取り入れていかれたか，パリのモードの中な

どに入っていったかというお話をしていただ

きました。 

そう考えますと，「装う」ということが文化

だというのはよくわかるのですが，何となく

「ファッション」というと，今紹介されたもの

も結構ハイレベルの人たちのものかなと思え

ます。「ファッション」を生活文化と捉えると

したら，どのように考えたらいいでしょうか。 

 

石関：ファッションを，1年ごと，半期ごとに

変わっていく流行だと考えると，やはり生活と

の密着度は薄れてしまうと思います。 

一つは，先ほど申し上げたように，10年，20

年という流れでどう変わっていくかを考える

方が，自分ごとに近くなるのかなと思います。 



7 

 

もう一つは，皆さんが持つハイファッション

のイメージに関わることです。例えば，パリコ

レ，パリで開催されるファッションショーとい

うと，奇抜な服や，実際着られるのか分からな

いアートな服が発表されている，と想像される

方が多いと思います。そうだとすれば，実際私

たちのところにどれだけ下りてきているのか

疑問に思うことは当然です。ただ，そこは地続

きの部分が存在します。ファッションショーは

インパクトが重要な面もあるので驚くような

デザインの服や豪華なドレスが数多く登場し

ます。でも，その中には着こなしや色，デザイ

ンの提案が，少しずつですけれど，含まれてい

ます。それを雑誌などのメディアの記者やスタ

イリストが，「今回のトレンドは水玉模様です」

とか，「スカートが長い丈がはやります」とい

う編集をして紹介します。また，ファストファ

ッションのブランドのような，私たちに身近な

ファッションメーカーも，有名なブランドのフ

ァッションショーを見て，何が流行りそうか分

析しています。例えば，白い服がはやりそうだ

ってなったら白を基調としたデザインをいつ

もより多く作ったり，このデザインの襟が流行

しそうだと思ったら，それに近い形の襟を付け

たシャツを作ったりしています。そういうふう

にどんどん私たちの着るレベルに浸透してい

きます。 

 

平竹：ありがとうございます。そのようにご説

明いただくと，何となく我々の問題だというこ

とがよくわかりました。 

また，このような分野を研究されている方は，

あまりいらっしゃらないと思いますが，ファッ

ション，服飾を研究しようと思われた動機は，

何かございますか。 

 

石関：先ほど紹介していただいたように，私は，

京都大学で勉強していました。私の学部は，理

系も文系もあって結構何でも研究やっていい

よという学部でして，研究対象を選ぶときに，

何か人とは違うことやってみたいなと思った

んです。ちょうど私が学部生だった 1990 年代

は，ファッションを研究するのが新しく，面白

いと言われていた時代です。例えば，今，京都

市立芸術大学の学長である鷲田清一さんとか

が，哲学者という立場で，ファッションやファ

ッション・デザイナーのことを語っていて，そ

うした流れを非常に興味深く見ていました。 

また，所属した学科の講座がフランス文化・

社会ということもあって，フランス文化の中で

ファッションを研究するのが面白いかなと考

えたことが最初のきっかけです。 

 

平竹：どうもありがとうございます。楽しそう

なご研究だと思います。ありがとうございまし

た。 

それでは，後ほどまたお話を伺うとしまして，

次に熊谷さん，ご発表のほうよろしくお願いい

たします。 

 

熊谷：皆様はじめまして，こんばんは，熊谷優

希と申します。私のことを知っていただいてい

る方もおられるかと思いますが，知らない方が

ほとんどだと思いますので，簡単に自己紹介を

兼ねてお話ししていきたいと思います。 
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同志社女子大学の学芸学部情報メディア学

科の在学中のときのゼミの先生が元テレビ局

のプロデューサーだったのですが，その先生が，

いろんなこと，今しかできないことにチャレン

ジしようという方針でした。私は昔からお茶と

かお花とか，書道とか，どちらかというと洋の

ものより和のものが好きだったので，当時は

「きものの女王」という名前でしたが，「ミス

きもの」コンテストにチャレンジしました。コ

ンテストの会場に行ったとき，参加者がプロの

ような方や，マネジャーをつけて来ている方と

か，常にずっと控えのところで鏡をずっと見て

いる方ばかりでした。私は，「ああ，私終わっ

たな。何でこんなところ，来たんやろう」とい

う不安と焦りしかなかったですね。 

私がコンテストを受けたときが 19 歳で，自

分の振袖をまだ持ってなかったので，母の振袖

を着て出場しました。1 人 30 秒のスピーチの

場がありましたが，私は周りを見渡して，皆み

たいに完成された美しさ，見栄えもなくて不安

でした。ですからそのときの着物への思いにつ

いてスピーチしました。私は母の振袖を着て，

祖母の帯を締めて，会ったこともない曽祖母の

帯締めを締めていましたので，「着物というも

のは，会ったこともない曽祖母のものを代々受

け継いで着たり，締めたりできる。その裏側に

は，会ったこともない人の思いや，母から子へ

のストーリーや思いが着物には込められてい

るんですよ」ということをお話ししました。コ

ンテストの発表を待つときは，もう無理だと思

っていましたが，自分の番号が呼ばれたときは，

本当にびっくりして，そのあとのスピーチでは

感動して涙が出てまともに話せませんでした。 

後日，審査員の方とお話しする機会があった

ので，なぜ受かったのかということを聞きまし

た。「あなたはすごくスピーチがよかった。見

た目がどうこうよりも，まず着物への思いがこ

もったスピーチがすごくよかった。コンテスト

では，今完成している人を選ぶのではなくて，

これからどんどん磨きがかかる方を選んだの

で」ということをおっしゃっていただきました。

それからの 20 歳の 1 年間，いろいろ着物を着

て，着物振興の活動をしました。 

私は，ずっと京都生まれの京都育ちで，京都

が大好きなので，大学を卒業した後も京都の企

業で働きたいと思い，地元の銀行で働きました。

それだけでは少し堅いな，もっとほかのことも

学びたいと思い，同じく京都を地盤とする企画

とかコンサルの会社で働きました。そして，や

っぱり企業で働くのもいいけど，もっといろい

ろ勉強したいっていう思いもあったので，働き

ながら，同志社大学大学院ビジネス研究科に通

い，京都の伝統産業から和をベースにした文化

ビジネスへの展開を学びました。 

いろんな経験などを重ね，20 歳代後半にな

り，年齢的にも家業の仕事に携わろうという年

にもなり，実家の家業に入りました。また，様々

な活動を通じて，着物をベースとして各方面か

らオファーをいただいています。映画の「古都」

のプロデュースや京都市の観光おもてなし大

使など，仕事の幅を広げながら活動しています。 

今の活動の原点は，やはり，大学のときに

「「ソウゾウ力」を身につけよ。」という学部の

モットー，教えにあると思います。「ソウゾウ」

とは，イメージの「想像」とクリエイティブの

「創造」の両方のことで，今，自分に何が求め

られているかをイメージの「想像」をして，そ

してその後，自分で考えて行動するからこそ，
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次のステップのクリエイティブのほうの「創造」

が生まれるということです。 

次に，私の家業，熊谷次とはどんな会社かを

お話ししたいと思います。 

株式会社熊谷次という会社は，1848 年に初

代熊谷治兵衛という者が室町五条の地に，呉服

商として創業したのが始まりです。そして，日

本で初めての和装の婚礼衣装のオートクチュ

ールを手がけました。第二次世界大戦後，もの

がない時代に，日本では婚礼衣装のレンタルと

いうのが出始めました。和装より洋装が増える

時代でしたが，婚礼の中ではまだまだ和装の需

要が多い時代でした。1980年代，衣服が和装か

ら洋装に変わってきた時代には，ウェディング

ドレスというものが世の中に出てきました。4

代目である私の祖父の熊谷治が，5代目の私の

母の熊谷昌美に対して，「これからは女性が社

会進出する時代だから，女性もやはり手に職を

持って働く時代が来る。何か手に職を持って働

いたほうがいい」とアドバイスをしたそうです。

そこで母は，婚礼の在り方が和装から洋装に変

わってきている時代だというところに着目し

て，ゼロの状態，もしくはマイナスの状態から，

ウェディングドレスの研究や勉強をして，ウェ

ディングドレスに参入しました。ありがたいこ

とに，和装の婚礼衣装も洋装の婚礼の衣装も，

お得意様，お客様から信用を得るこができまし

た。弊社のモットーとしている「最古の伝統，

最大の信用」，この言葉の経営理念のとおり，

お客様からの信用があってこそ今日の 170 年，

会社が続いています。 

そして，今から約 10 年前ですが，私が弊社

に入社したときのことです。入社したからには，

何か新しい風を吹かして，新しいことをしたい

と思っていました。当時は，周りのお友達が結

婚式の第 1次ブームのときでした。いろいろ話

を聞いていますと，「着物には，あまり着たい

のがないんや」といった声が多かったので，そ

れならば自分たちの世代が着たいと思うもの

を作ってみてはどうかと思い，和装の婚礼衣装，

着物のプロデュースを始めました。ウェディン

グドレスを着る方のほうが多いので，これをき

っかけに，もう一度和装の婚礼衣装のブームを

巻き起こせたらなという思いでした。 

それと同時に，世の中が少子化と言われ，ま

た結婚式を挙げない方や，結婚式の当日はドレ

スしか着ない方が増えてきました。それでは残

念ですから，写真だけでも残してもらおう，和

装を着てもらいたいという思いから，写真スタ

ジオも私の代で始めました。 

私が着物を好きになって，着物と携わるよう

になったもともとのきっかけは，大学時代，19

歳のときに受けた，「きものの女王」の活動で

す。海外の VIPの方や，京都でイベントの PR，

おもてなし，花束贈呈といったところできもの

の振興をさせていただきました。海外の方をは

じめ，年齢層の高い方やそういう方に限らずに

言えることですが，着物を着て皆さんの前に出

るとみんなの顔から笑顔が見えて，喜んでもら
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えるのがすごく嬉しいです。着物の持つパワー

は，人を楽しませて喜ばすこと。これこそ「着

物を着れば人気者」という，私がちょっと作っ

た駄じゃれ言葉につながるなと思いました。 

次に，実家の家業に入って，私はどんな着物

をプロデュースしたのかお話します。「大胆な

発想で着物をデザイン」ということで，これま

でにないタイプの着物のプロデュースをしま

した。先ほども申しましたが，周りは結婚の第

1次ブームでした。でも，「着物着たいけど，着

たいもんがないんや」とか，「文金高島田はち

ょっと嫌やわ。かづらかぶんの嫌やし，和装は

やめとこう」という声が多かったので，これま

でにないタイプを作ろうという企画を立ち上

げました。あえて，これまで着物を作ってきた

デザイナーの方と一緒にお仕事をするのでは

なく，全くこれまで着物を作ったこともない方

やデザイナーの方，コピーライターの方を探し

てきて，チームを組んで，着物のプロデュース

をしました。 

これまでにない点ですけれど，一つ一つの着

物に，「着物言葉」とお名前を付けたんですね。

デザインに関しては一見，現代風に見えますが，

きっちり古典の要素は忘れず，外さず入れて，

今の人に合うデザインや色遣いにして作って

います。 

今この画面に出ている着物は，「金花宴」と

いうものです。左下に出ている，菱に二のマー

クが弊社のロゴマークをもとに，菱形を展開し

て，コレクションのテーマをお花にしました。

この金花宴は弊社のアイコン柄にしています。 

では，具体的に，どんな引き振袖をプロデュ

ースしたのか。先ほども申しましたけれど，全

部の着物にはお名前と，「着物言葉」が付いて

います。一つ一つ簡単に説明していきます。 

この左上のカラーの着物ですが，これはカラ

ー，つまりミズバショウですね。これは引き振

袖には珍しい，古代紫色を使っています。お花

に，よく見たらこれ真珠が施されて，巻きつい

ています。花のモダンさと，この日本を代表す

る宝石である真珠で，格式の高さをミックスし

て作っています。あえてお花に葉っぱを付けず

に，ごちゃごちゃ感のしないスタイリッシュな

1枚に仕上げていまして，これがこのシリーズ

の中では一番人気でした。 

次に右上のチューリップの柄のものですが，

タイトルは，「祝福の美金香」，着物言葉は「ず

っと 2 人で」。一見，黒地に見えるのですけれ

ど，黒地の中に赤を引いているので，ちょっと

温かみのある黒色になっています。ちなみに私

が今日着ている着物は，この引き振袖を，袖を

切って訪問着バージョンにしたものです。帯は

最初に出てきた弊社のアイコンである金花宴

の帯を締めています。このチューリップに関し

ては，デザイナーの方と葉っぱの配置で，大変

苦労しまして，何度も何度も修正を重ねた，結

構デザインに時間のかかった 1枚です。裏話と

しては，チューリップの上に縦のリボン柄を引

いていますので，足長効果が出せるように仕上

げています。 

次に，左下の桜の柄のものですが，タイトル

は「想いに咲く桜」，着物言葉は「失われない

愛を」。これは幾何学のエミリオ・プッチ風に

しています。少しジオメトリック柄で，面白い，

従来の着物の桜とは違うテイストに仕上げて

います。 

次に，右下のツバキの着物ですが，タイトル



11 

 

は「大輪に咲く椿」，着物言葉は「どうか幸せ

な毎日が続きますように」。この 1 枚は，アー

ティストの衣装やオペラの衣装など，いろんな

ところでアレンジされて，大変ステージ栄えす

る衣装になったように展開が広がった 1 枚で

す。これまでツバキは，着物の柄にほとんど使

われることがなかった柄ですが，シャネルのカ

メリアとか，シャンプーの TSUBAKIとかで人気

のあるお花なので，あえて使ってみました。若

い人になじみのある，ヴィトンのダミエ柄風の，

でも，超古典柄の市松模様をベースにしていま

す。あえてお花をごちゃごちゃといっぱい配置

するのではなく，1輪だけぼんと中心に持って

くることによって，存在感が増す 1枚になって

います。 

なぜ，着物言葉を一枚一枚に付けているかと

言いますと，単にやっぱり花嫁さんが着物をレ

ンタルして着られて，はい終わりではなくて，

その着物に付いている着物言葉の思いを，作り

手からのメッセージとして受け取ってもらっ

て着てもらえたらなという思いがあるからで

す。 

これをよく見ていただいたら分かるのです

が，全部かつらは着けていません。先ほども申

しましたが，文金高島田のかづら姿に抵抗があ

るから，和装は着たくない，ちょっと避けよう

という声が多いので，あえてここで洋髪を提案

しました。これが，若い人に着物を着てもらえ

るきっかけになりました。最初は雑誌社の方に

「下は着物なのに，上がかづらでないのは雑誌

に載せられません」と反対されたり，揉めたり

もしました。「いや，これからはこういう時代

が来るから。和装に洋髪でという時代が来るか

ら絶対やったほうがいいです。いや，私はやり

ます」と言い合いになりながらも貫いたのが，

後に，和装に洋髪スタイルのきっかけになりま

した。 

このシリーズがきっかけで，メディアにたく

さん取り上げていただいて，婚礼業界の中では，

本当に一世を風靡し，また世間の和装の婚礼衣

装の再ブームの火付け役となれました。一から

作るのが大変でしたが，やってよかったなと，

すごく達成感が味わえる企画でした。 

メディアの反響が大きかったということも

あり，いろんなところから，オファーをいただ

きました。 

まず，海外でこれを披露しないかというお話

をいただきました。これはニューヨークの国連

大使館での 1枚です。あえて引き振袖だけでラ

ンウェイで歩いているショーでは面白くない。

それだったら，同じ生地からドレスにアレンジ

して，着物とドレスの 2人を並べてランウェイ

を歩いたら，外国人の方にすごく親近感を持っ

てもらえるのではないかと思い，あえて洋装と

和装を並べてランウェイで歩くという企画を

提案しました。海外での展開のほかにも，高台

寺などでショーも行いました。一番直近のショ

ーは，パリのユネスコ大ホールで今年の 9月に

開催されました。いずれの例も，婚礼衣装を通

して日本文化を世界に向けて発信したいとい

う思いで取り組んでいます。 

次に，オペラの衣装のお話です。メディアに

取り上げられて，日本を代表するオペラ演出家



12 

 

の栗山昌良先生という方の目に留まって，ぜひ

自分のオペラの舞台の衣装を担当してくれな

いかというお話をいただきました。この左の写

真の「椿姫」の演目の衣装が，先ほどお見せし

た「大輪に咲く椿」のツバキの婚礼衣装をこの

ようなオペラの衣装にアレンジしたものです。

また「蝶々夫人」の衣装も担当させていただき

ました。 

あれやこれやといろいろ幅広くオファーを

いただくうちに，京都で川端康成原作の映画

「古都」を現代版で制作する話が持ち上がりま

した。私は京都生まれ京都育ち，代々京都，そ

して「古都」の内容は室町の呉服問屋の話。そ

して一人っ子の方がテーマで，主人公の母と子

のストーリー。ちょうど熊谷さんにぴったりじ

ゃない？ということでお話をいただきました。

脚本の段階から携わってほしいというオファ

ーでしたので，ロケ地のあっせんから交渉，劇

中に出てくる着物の衣装のコーディネートな

ど，全面的にサポートさせていただきました。

これはちょうど 2年前に公開しましたが，話が

きたのは 4 年前なので，制作に約 2 年間かけ

て，みんなで温めて作った作品です。ロケ地の

京町家は，私が今住んでいる家です。国の登録

有形文化財になっていますので，ロケ地として

使われたのです。Yuki Saito 監督は東京の方

ですが，家にもストーリーがあるから，ありの

ままの現状を映像に残して伝えたい。修正をか

けるのではなくて，ありのままを伝えたいとい

う思いをお持ちでした。我が家の柱や床は，ぼ

ろぼろで傷がいっぱいですが，何も手を加えず

に，そのまま使っています。 

劇中，約 2 時間の映画の中に 30 秒ほど，花

嫁の和装の姿が出てきます。和装の婚礼衣装は，

ずっとなくなることがない，結婚式を通して日

本文化を世界に向けて発信したいという思い

を監督に伝えると，劇中に入れていただけまし

た。そのほかも，1回見ただけではちょっと分

かりにくい部分もあるかもしれませんが，ワン

シーン，ワンシーン，本当に今の京都のありの

ままの現状や，生活文化を全部詰め込んだ約 2

時間の映画になっています。少し宣伝になりま

すが，偶然にも明日，下鴨で，夜の 6時からこ

の「古都」の上映会が，先着 450名，入場無料

でありますので，1回見たよっていう方も，も

し見てないという方もあれば，ぜひ見ていただ

けたら，私の説明が分かると思います。DVDと

かも出ていますので，「熊谷が言ってたことは

そういうことや」と思って見てもらえたら嬉し

いです。 

ベースの着物というのは変わりませんが，幅

広く仕事のオファーをいただいていまして，

2017 年に京都市のほうから，京都観光おもて

なし大使に任命していただきました。今後は，

京都はもちろん国内のみならず，海外にも京都

の衣食住を通した生活文化を発信していきた

いと考えています。 

最後になりますが，着物は先ほども申しまし

たように，着ていると人を楽しませる力を持っ

ていると思います。私はいつもハレの日は，必

ず着物を着て出かけます。そのとき，着物を着

ていて思うことは，「着物を着れば人気者」（笑）。

駄じゃれのようですが，個人的にはこの言葉を

気に入っています。私の日々の実体験から着物

の魅力を少しでも多くの方に伝えていきたい

と思いますし，京

都の生活文化を

京町家から世界

に，そして，未来

に発信していき

たいと思ってい

ます。以上，簡単

な自己紹介でし

た。ありがとうご

ざいます。 
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平竹：どうもありがとうございました。これま

で着物，ウェディング，映画など，様々にプロ

デュースをしてこられたお話と，それを通して

京都の文化を世界に発信したいというお話で

した。 

先ほど，ニューヨークの街中とかを歩いてお

られる写真がありましたが，とってもインパク

トがあるように思います。周囲からどんな声が

あったのでしょうか。 

 

熊谷：もう，わかりやすく簡単に，周りの外国

人の方は，「ワオ，オー」と。その一言でした

が，とにかくみんなが注目して見ていただいた

ので，それはすごく嬉しかったです。 

 

平竹：先ほど，着物を着ているとパワーがある

とおっしゃっていましたけれど，確かに，海外

に行ったときに着物を着ていてパワーがある

というのは，私もよく見かけますし，感じるこ

とです。 

京都は，日本の都市の中では，着物を着てい

る方の比率は非常に高い，ほかの都市に比べた

ら圧倒的に高いなと思います。ただ，一般の生

活の中でどれだけ着物があるかということで

言いますと，やっぱり昔に比べたら徐々に距離

ができているのかなと思います。普段の活動の

中では，そういうことに関しても何か活動され

ている部分はございますか。 

 

熊谷：いろいろやらせていただいているのです

が，婚礼衣装のコーディネートを国内，国外問

わず，行っています。直近ではメキシコのカン

クンで，引き振袖を着て結婚式を挙げたいとい

う方がいらっしゃったのでその方のコーディ

ネートをしました。 

ほかには，自分自身が着物を着て，NHKワー

ルドなどのテレビに出たり，パナソニックさん

などの企業の広告に出演したりしています。着

物を着ることがあれば，自分自身が雑誌，ラジ

オなどいろんなメディアを通して，「着物はい

いですよ，ぜひ着ましょう」という良さを発信

しています。 

 

平竹：結婚のときに婚礼衣装で着られたのをき

っかけに，また引き続き着られるということに

なるといいですよね。 

 

熊谷：そうですね。 

 

平竹：最近街中には海外の方も含めて，レンタ

ルの着物を着ている方が結構たくさんいらっ

しゃいます。市民の中でも賛成の意見もあれば，

反対のご意見等，いろいろなご意見があります。

そういうのは，どう感じておられますか。何と

なく，季節に合わないようなレンタル着物もあ

ると思いますが（笑）。 

 

熊谷：レンタル着物についてどう思いますかと

いう質問は，よくいただきます。 

私は，今はいいんじゃないかと思います。最

初にレンタル着物が街に出てきたときには，

「何やこれ」と少し戸惑う部分も多かったので

すが，今は，レンタル着物というのは新しい着

物のカテゴリの一つとして捉えています。 

着ている人はどんな人か見ていると，外国人

の方とか若い世代の人が多いです。若い世代の

人は SNS発信に強い世代なので，おそらくハッ

シュタグをつけて着物を発信してくれている
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んですね。それも「着物」という漢字でのハッ

シュタグではなくて，＃ハッシュタグ「KIMONO」

のローマ字で表記して発信しているそうなの

で，さらに新しいカテゴリなんじゃないかなと

思います。まず，着たいとか着ようと興味を持

ってくれるのが，私はすごく嬉しいですし，興

味を持って注目してもらうことが，今後につな

げることには大事だと思います。ですから，今

となっては，いいんじゃないかと私は思ってい

ます。 

私は京都の洛中の田の字地区というゾーン

に住んでいますが，自宅の徒歩 5分圏内のとこ

ろにレンタル着物屋さんが 3軒あります。その

うちの 1軒は，中国人観光客とかが観光バスで

やってきて着付をするお店ですが，あとの 2軒

は，最近，高級な着物，洗える着物ではなくて，

正絹の生地の着物のレンタル屋さんなので，一

概にレンタルと言っても結構幅広くなってき

ているところがあります。 

あとは，衣装のレンタルというのは日本が発

祥のようなところがあり，欧米にはない文化で

す。普段，例えば日本では結婚式を挙げるとき

に，ほとんどの方が和装衣装やウェディングド

レスをレンタルされると思うのですが，そうい

うレンタルというカテゴリの中では，元をたど

れば同じ意味ではないかと思います。 

 

平竹：どうもありがとうございました。最初に

お二人からお話をお聞きして，お人柄もご活動

もお分かりいただけたかなと思いますので，こ

こからお話を進めていきます。 

これまでどのような活動をしてこられたか

というお話で，基本的には歴史的な関わりのお

話が多かったのですが，熊谷さんは先ほどあり

ましたように国の登録有形文化財の家にお住

まいで，それが映画のロケ地になったというお

話もありました。今でもお住まいになっている

のですよね？ 

 

熊谷：はい。 

 

平竹：そのようなお住まいと生活など，暮らし

とファッションについて，何か感じておられる

ことはございますか。やはり着物を着るのに，

昔の家は向いていたのではないかと思うので

すが，最近の家は突起物が多かったり，なかな

か着物を着るのにはたもとが引っかかったり

とか，いろいろあったりするのかなと思います。 

 

熊谷：ファッションと着物は共通するなと思う

点があります。私が今住んでいる家は曾祖父の

建てた家ですけれど，曾祖父も私は会ったこと

がありませんし，先ほどコンテストのときのス

ピーチのエピソードで言いましたように，着物

も曾祖母から譲り受けました。このように会っ

たことのない先祖から代々受け継いで，着られ

たり住め

たりとい

うのが共

通点だと

思います

し，そうい

う目に見

えないも

のに対す

るストーリーを感じる点が一番の共通点だと

思います。例えば，家は長い年月をかけて黒光

りしているような廊下とかも，ある意味，代々

受け継いできたものだと思いますし，着物も

代々，形が変わらず着られるのが共通点です。

未来につながる過去への敬意の表れがそうい

うファッションと着物に共通している点じゃ

ないかなと私は考えています。 

 

平竹：石関さん，主としてヨーロッパでも，暮

らしとファッションの移り変わりは，暮らしの
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変化があってファッションが変わってきたと

いうことでしょうか。 

 

石関：そうですね。おっしゃるように，衣食住

は緊密に関係しています。私たちの生活，ライ

フスタイルがどう変化していくかによってフ

ァッションも変わっていくという実感はあり

ます。例えば，18世紀のフランス貴族の婦人が

着る宮廷服は極端に大きなサイズのスカート

になっています。これはベルサイユ宮殿のよう

な大きな間口と高い天井を持った建物じゃな

ければ入れませんし動くこともままならない

わけです。どちらが先かわかりませんが，どう

いう暮らし方をしているかによって，衣服もそ

れに合わせて変化しますし，建物や衣服が変わ

れば，暮らし全体も変わっていくと思います。

西洋に限らず，日本でも，暮らしの洋風化と衣

服の洋装化というのは深く関わっています。例

えば，今のように椅子で座って生活する文化は，

西洋から来ていて，洋服を着ている方が適して

います。ただ，日本には家の中に和室があるお

家も数多くあります。畳の上で生活するように，

フローリングの床でもついついそのまま地べ

たに座ってしまう方も多いと思います。靴を脱

いで家に入るという日本家屋の文化も依然残

っています。そうした日本的な生活感覚がまだ

残っているからかもしれませんが，洋服を着る

ことが多くなっても，和服を着るときの抵抗感

が少ない。着やすいというか，まだ和服が私た

ちの生活の中に息づいている理由でもあるん

じゃないかなと思います。 

 

平竹：なるほど。明治のときに洋装が入ってき

たときに，男性は比較的洋装に変わっていくの

ですが，女性はずっと長いこと和装が中心でし

た。先ほどご説明いただいたように，洋装のほ

うが，その当時，コルセットで体を締めていた

一方で，江戸時代は，着物を今よりももうちょ

っとゆったり着ていたので，結局和服のほうが

楽だったから，女性に洋装が広まらなかったと

か聞いたこともあります。そういうことで言い

ますと，どんどんファッションっていうのは体

が楽なほうに動いていっているのかなと思い

ますが，そのように生活の在り方も徐々に決ま

りごとというよりは楽に暮らせるかという視

点で動いているのではないでしょうか。 

 

石関：「楽に」という表現は，機能性，快適性

と言い換えることができます。機能性や快適性

に対する考え方は時代によって変わりますけ

れども，洋服は今の機能性，快適性に向かって

変化してきたと言えます。以前は TPO，時と場

所，目的に合わせて着物，服を着替えていまし

た。西洋だと，昼間の衣装はデイ・ドレス，夜

会の衣装はイブニングドレス，ほかにも外出す

るためのウォーキングドレス，旅行用のトラベ

ルコートなど，細かな服装のマナーがありまし

た。 

 
デイ・ドレス 1885年頃 広川泰士撮影 

 

日本でも洋装が始まった頃，和装と洋装を生

活の中で分けて着ていて，男性は外ではスーツ

を着て，家に帰ると和服に着替えていました。

皆さんご存知のアニメの「サザエさん」で，お

父さんの波平さんは外ではスーツを着ていま

す。帰ってくると波平さんは和服に着替えます。
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マスオさんもスーツを着ていますが，帰ると和

服ではなく洋服の部屋着に着替えます。TPOに

合わせて着ていますが，世代によっても少しず

つ着方が変わっていくのがお分かりいただけ

ると思います。 

 

平竹：ありがとうございます。そういうことで

言いますと，熊谷さん，着物のほうでも，椅子

が増えるなど生活が変わってきたことによっ

て着物の在り方が変わることはありますか。 

 

熊谷：和室が減ってきているので，私も普段は

洋装を着ます。着物は着つけも大変ですし，後

片づけも大変なので，それは洋装のほうがいい

なっていうのが正直な意見です。 

 

会場：（笑） 

 

熊谷：でも，着物っていうのは何年たっても何

十年，ましてや何百年たっても着られるのが魅

力だと思いますし，そういう面で見たら着物の

ほうがコスパが良いんじゃないかと感じます。 

 

平竹：暮らしの文化とか生活文化，衣食住の話

が出ていましたけれど，文化庁の定義で言いま

すと，お茶とかお花などが生活文化とされてい

ます。そういった文化には着物や畳の部屋が欠

かせません。私は，着物を振興していくには，

そういった日本の文化を一体的に振興してい

くのが良いのではないかと考えています。その

あたりについて，着物のプロデュースをされて

いるお立場で何か思われることってあります

か。 

 

熊谷：着物のように代々着て，世代を越えて残

して愛されるもの，これがやっぱりほんまもん

の定義だと思いますし，ほんまもんこそが文化

だと私は思います。時を越えて残されて，みん

なから愛されるもの，それがほんまもんで，生

活文化とそういう深い関係がその裏側ではあ

ると思います。 

 

平竹：そうですよね。お茶とかのお道具にして

も，世代を越えて伝わっていくようなものが値

打ちがある，ということに近いということでよ

ろしいですか。 

 

熊谷：はい。 

 

平竹：そうしますと，食べるという食文化につ

いても，やっぱり衣装と何か関わりはあるので

しょうか。 

 

石関：もちろんあります。例えば和食，懐石料

理を食べに行くとします。料理屋は懐石料理に

相応しい場所，しつらえになっています。そこ

にどういった服装が映えるか，あるいはしっく

りくるかといえば，やはり和服だと思うんです。

スパンコールのきらきらしたドレスでは合わ

ないでしょう。料理を楽しむというのは，もち

ろん料理自体の味もそうですけれども，同じ料

理でも周りの環境によっておいしく感じる度

合いは変わります。そういう衣食住全体の調和

で決まっていくもの，きれいさ，美しさがある

と思っています。 

反対に西洋の例で考えると，何度も古い話に

なりますが，18世紀の貴族文化では，男性も女

性と一緒で衣装が豪華絢爛です。それによって

自分たちに財力がある，権力があるというのを

見せびらかす。食事にもその考え方が強く表れ

ています。18 世紀のフランス料理は今のイメ

ージと違って，いろんなものをたくさん食べき

れなくなるほど盛っているほうがすばらしい。

王室では，生活スタイル自体が，もう皆さんに

見せびらかすかたちになります。朝起きてから，

着替え，食事，昼や夜の着替え，就寝，そうい
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ったことが儀式として衆目の前で行われます。

近しい人，親しい人に限るか，あるいはもっと

多数の人に見せるか。そういうかたちで見せび

らかすことが，服，食事，調度品，生活全般に

及んでいました。 

 

平竹：ありがとうございます。石関さん，例え

ば和装について，洋装をずっと研究しておられ

る立場から，何か感じてられることや，思われ

ること，あるいはこのようになったら良いので

はないかと思われることはありますか。 

 

石関：和服はまだまだ日常生活で着る場面があ

ります。少なくなってきているとはいえ，着て

いる人は多数いらっしゃいますし，和服を着て

いることに対して，周囲の人もほとんど違和感

を持っていません。しっかりと生活の中に溶け

込んでいると思います。こうした状況というの

は，多分世界でも珍しいでしょう。ほかの民族

衣装を考えても，現地の生活に対して密着度が

強いのは，多分着物だけなんじゃないかなと感

じています。その理由はまさに，衣食住の関係

性だと思います。日本人，特に京都の人は，和

服も含めた日本の生活文化をしっかり伝え育

んでいることに誇りを持っていいと思います

ね。そういう下地があるからこそ，着物のデザ

インやモチーフ，生地などが今でもファッショ

ンに頻繁に取り込まれているわけです。そのよ

うな流れを考えると，まだまだ，これからもず

っと残っていくだろうし，残していかなければ

いけないと思います。 

 

平竹：ありがとうございます。私も仕事で韓国

に行ったときに，向こうの女子大生の人が通訳

で来てくださって話をしたことがあります。彼

女は「日本に旅行してびっくりした」と言って

いました。なぜかと言いますと，彼女は当時学

生ですから 20 歳過ぎでしょうが，日本ではチ

マチョゴリを着ている在日の方コリアンの方

がいらっしゃるが，向こうではいまだ一回も着

たことがない，着ているのも見たことがないか

らということでした。そういう意味では，今お

っしゃいましたように，日本の中ではやっぱり

着物は随分と着られていることがあると思い

ます。 

石関さんがおっしゃいました衣食住を育む

ということを熊谷さんが今，中心的になさって

いる。とりわけ，着物を育んでいらっしゃると

思いますが，そういう中で，例えば洋装とのす

み分けとか，その兼ね合いなど，お感じになっ

ていることはありますか。あるいは，もう少し

和装のことはこのように振興していきたいと

いう思いはありますか。 

 

熊谷：個人的には，着物はハレの日，気持ちも

晴れになるハレの日に着るという使い分けを

しています。先ほど，石関さんのお話にあった

ように，私の亡くなった祖父も外ではずっと洋

服を着ていても，家に帰ったら着物を着て毎日

を過ごしていました。でも，今の生活文化では

お洋服のほうが適しているなと思います。 

 

平竹：実は，私の父も昭和 2年生まれだったん

ですけれど，私が子どもの頃は，サラリーマン

だったので仕事はスーツで，家に帰ってきたら

着物を着ていました。けれど，ある一定年齢以

上になってからは家に帰ってきたらジャージ

を着ていました。 
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会場：（笑） 

 

平竹：きっとこっちのほうが楽だったのだろう

なというのが，私の感想です。 

今までは，そういった着る側とかそれをプロ

デュースされる側のお話だったんですけど，例

えば和裁とか洋裁ということで言いますと，お

二人は，和裁・洋裁をなさったり，自分で作ら

れたりされますか。 

 

石関：しません。 

 

平竹：そういうことはないですか（笑）。 

 

石関：お話の流れとしては，実はこのジャケッ

トを作ったんですよ，と言えれば…。 

 

平竹：かっこいいですよね。 

 

石関：すごくかっこよかったんですけど。すみ

ません，普通に買っております（笑）。 

 

会場：（笑） 

 

平竹：失礼しました（笑）。 

 

石関：いえいえ。 

 

平竹：そうしますと，これまでは過去から振り

返って現在までのお話でしたが，では，これか

らどのように変わっていくのか，これから先が

どうなるのかお伺いいたします。 

簡単にお話しいただくのも難しいのかもし

れませんが，現在のファッションのトレンドは，

どのように理解したらよいでしょうか。まず，

石関さん，お願いいたします。 

 

石関：今年の流行とか，この秋冬は何がおすす

めか，という話はファッション雑誌やネットニ

ュースに譲りまして，より全体的な流れ，動き

の中で言うと，やはり快適性，機能性が重視さ

れるようになっています。朝昼晩，TPOで着替

えることはほとんどしなくなりました。着替え

ることが少なくなっていくと，1着の服，ひと

つのスタイルでさまざまな TPO に合わせられ

るようになりました。アクセサリーを変えたり，

1枚脱いだり着たりすることで，華やかに見え

たり，普段着に見えたりする，そういう服や着

こなしが増えていっていると思います。 

もう一つは，男性，女性という区別が少なく

なってきていると思います。例えば，女性がズ

ボンをはく，パンツスタイルのものを身に付け

るというのも，西洋的な流れでいくと昔はタブ

ーだった。だけれども，女性もパンツスタイル

でしっかりと歩くこともできるし，逆に，例え

ばスカートの丈も今までは足を全部隠すロン

グスカートだったのがミニスカートになって，

足も見せる。見せても変だと思われないかたち

になってきています。 

他にも，以前は服装ごとにそれぞれ用途や階

級差がある時代がありました。例えばジーンズ

は，昔は労働者の服でした。それがファッショ

ンとしてはくことが認められるようになった

のですが，私が子供や学生の頃には，まだすご

くカジュアルなものに思われていた。ですが今，

それなりにフォーマルな場でもジーンズにジ

ャケットで OK だったりします。ジーンズにジ

ャケットという組み合わせ自体なかったはず

なのに，今や誰も変だと思いません。 

そういうふうに，ある歴史を持っていたもの

が，その文脈から離れることによって新しい組

み合わせが生まれていく。そうしたことが起こ

っていると思います。 

 

平竹：ありがとうございます。和装について，

熊谷さんは，ある意味でトレンドを作っておら
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れる側にもいらっしゃると思うんですけど，ど

ういう要素で新しいデザインをしようとか，あ

るいはこういうトレンドなので，和装ではこう

いうふうにしていこうということを考えてプ

ロデュースされているのか，教えていただけま

すか。 

 

熊谷：まず，和装のトレンド，流行としては，

先ほども話に出てきましたけど，着物は常着で

はなくて，晴れ着的利用，例えば誰かの結婚式

に呼ばれましたとか，パーティに行きますとか，

そういう晴れ着のときに着る。もしくは，レン

タル着物というのが，大まかな二つのトレンド

だと思います。お茶のお稽古とか，そういう和

のお稽古事のときも，やはり着物を着ている人

は年々減ってきているように思います。 

晴れ着に着るというのは，自分の実体験です

と，船のクルーズ旅行でドレスコードがあった

ときに，着物を着たり，自分の好きなアイドル

とか俳優さんのディナーショーに行くときに

着物を着たりですとか，やはり自分の「ここぞ」

というときの勝負服的な利用が今のトレンド

だと思います。ディナーショーとかですと，男

性も着物で来ている方もいらっしゃるので，こ

ういう「ここぞ」というときの勝負服で使うの

も一つの今の着物のトレンドではないかと思

います。 

柄行きの流行的には，レンタル着物はすごく

派手な原色のキッチュなものが多く，一方，晴

れ着のときに着るのは，やはり昔ながらの古典

柄が流行ではないかなと思います。 

 

平竹：そういうのは，女性でも同年代の方には

たくさんいらっしゃるのですか。 

 

熊谷：そうですね。私の周りは着物女子が結構

多いですので，普段国内旅行行くときも，着物

を着ていくとか，中には 1年 363日ぐらい着物

っていう人もいます。一人一人がそういう着物

をいろんな場所で発信してくれて，それはすご

く嬉しいなと思います。 

 

平竹：そういう和装もどうしても生活の変化の

影響を受けると思いますが，和装の文化をずっ

と未来に向けて引き継ぐ，それをずっと次の世

代に受け継いでいくにはどうしたらいいと思

っておられますか。 

 

熊谷：まず何よりも，今着ることが私は大切だ

と思います。着ないと何も始まらないですし，

人にも知ってもらえないですし，注目も得られ

ないので，まず今着ることが大事だと思います。

先ほども申しましたが，やっぱり着物は人を楽

しませたり，人を笑顔にしたりするパワーや季

節の先取りとか，そういういろいろ楽しむパワ

ーを持っていると思います。和装に限らず言え

ることなんですけれど，伝統を守るということ

は時代に応じて変わっていかないといけない

と思うので，時代に合った和装を今後は展開と

いいますか，提案していきたいなと私は思って

います。 

 

平竹：多いに期待させていただきたいと思いま

す。 

石関さんは，ずっとファッションを研究され，

洋装のご研究が中心でいらっしゃいますが，日

本の生活文化という意味で言うと，和装も非常

に大事なものだと思うのですが，受け継いでい

くにはどういうことをしていったらいいと思

われますか。 

 

石関：先ほどのトレンドの話をちょっと補足す

る感じになりますが，和装においても，先ほど

のジーンズの話のように役目や機能を変えて

いくことがあっていいのではないでしょうか。

熊谷さんのお話でも，婚礼衣装は日本髪に結わ
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なければいけないというイメージを崩して今

のライフスタイルと合わせた婚礼の装いの提

案をされていました。ちょっとしたルールを変

えていくことも必要になってくるでしょう。 

それと，デザインでも，格子柄をルイ・ヴィ

トンのダミエ柄に関連付けたり，ツバキをシャ

ネルのカメリアにみたてたり，和柄に対するイ

メージを一旦脇に置いて，現代に合う柄を考え

て組み合わせていくことが求められていくで

しょう。そのような試行錯誤というか，積み重

ねから次の文化が生まれていくと思います。 

また，日本には織物の伝統的な産地が各地に

あります。産地は，洋装にしろ，和装にしろ，

重要な生地を作る場所で，京都は言わずもがな，

例えば尾州では毛織物，同じ関西の播州では綿

織物，というようにそれぞれの地域の特徴があ

ります。 

西陣織等の京都の伝統産業は，織り，染め，

プリントと，もともとは和装用から始まってい

ますが，洋服と結びつくことも多々あります。

例えば，matohuという日本のファッション・ブ

ランドは，デザイナーさん自身が着物を着てい

て，着物を着た時の身体感覚をどうにか洋服で

も経験できないか，という思いをブランドのテ

ーマにしています。西陣の引箔や螺鈿を使った

織物で服を作れないかと，洋服向けの生地を京

都の職人さんに依頼して作ってもらったり，伝

統産業とファッションを結びつけたりしなが

ら新しいものを作っていこうとしています。そ

ういった産地，あるいは衣服産業全体と衣食住

やファッションの関わりは密接で，その関係を

しっかりと考えていくことは非常に重要だと

思います。服や服資材を作る場所がしっかりと

育まれていく，保護までいかないまでも，後々

まで伝わっていくことができれば，そこから新

しい文化が生まれる可能性は大いにあります。 

 

平竹：ありがとうございます。文化庁が移転す

るということで，どういう政策を期待するかと

いう話にも関係するお話だと思うのですが，や

はり伝統産業とファッション，また作っている

ところを育んでいくという，そういう政策的な

ことが必要である。現状でそれが失われていっ

ているというわけではないのですが，将来のこ

とを考えるとやはりそれが必要だというお話

でした。 

熊谷さんは先ほど，今大切なのは今着ること

だとおっしゃっていましたけれど，さらに何か

そこをもう少しつけ加えていただいて，和装を

振興していくにはどんなことが必要だと思わ

れますか。 

 

熊谷：まずは先ほども申しましたけど，まず今

着ること。一人でも多くの人が着ることをして

ほしいと私は強く願っていますし，私が普段着

ることによって，私も着てみたいなと思っても

らえるきっかけ作りをできたらいいなと思い

ます。単に文化財的要素で守るっていう体制に

なるのではなくて，今の時代に合った着方とか

方法で和装と親しんでもらうのが私の願いで

す。 

 

平竹：「着物文化を世界遺産へ」という動きも

ありますが，その活動には関わっておられます

か。 

 

熊谷：直接的には関与してないのですけれど，

いろんなところで話題が出てきますし，ぜひ，

この「和装を世界遺産へ」というのは実現して

ほしいなと思います。 

 

平竹：ぜひ，熊谷さんのお力をお貸しいただけ

たらと思います。 

そろそろ時間になってまいりましたが，最後

に何か一言ずつお願いいたします。 
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石関：私の財団の活動は，美術館，そして文化

庁との関わりが強いので，今回のテーマに即し

て言えば，今までの文化政策から衣食住が抜け

落ちている部分があるのは，やはり歯がゆさを

感じます。京都は着倒れの街と言われるぐらい

に着ることに対して大変意識や理解度の高い

場所ですから，そこに文化庁が移転することで，

よりしっかりと着ることの大切さを分かって

いただく，そして文化庁の方からも発信して，

盛り上げていただけたらと思います。 

そこにはやはり産業との結びつきがどうし

ても必要となってきます。文化庁だけでカバー

するは無理で，経済産業省など関連する省庁と

連携を進める，その中核に文化庁が入ってくれ

ると，文化が中心にあって，そこからさまざま

な産業が育まれていくという流れができると

期待しています。 

 
 

平竹：今日のシンポジウムに即したまとめをい

ただきました。ありがとうございます。 

熊谷さん，いかがですか。 

 

熊谷：私は和装を文化財とか保護の対象にする

のではなくて，現代の文化に即した現代の文化

として振興して，着物を通して京都が文化の都

になれればいいなと思っています。着物という

のは日本の最強のものだと私は確信している

ので，先ほどもちょっと話にありましたけれど，

「和装を世界遺産へ」というのは本当に実現し

てほしいです。 

 

平竹：大変力強いお話で非常に感銘を受けまし

た。本当に時間のたつのは早いもので，そろそ

ろ予定の時間がまいりました。本当にお二人と

も，どうもありがとうございました。 

 

熊谷：ありがとうございました。 

 

石関：ありがとうございました。 

 

平竹：本当にありがとうございました。文化庁

移転の契機を盛り上げる講座として，今年度，

生活文化の衣食住を取り上げようということ

で，その中の一つとして「ファッション」を取

り上げさせていただきました。お二人からはこ

れまでの実践を踏まえた大変貴重なお話を伺

うことができましたし，やはりお二人とも将来

に向けていろんな展望も持っておられること

も分かりました。 

熊谷さん，先ほどちょっとお話もございまし

たが，明日，プロデュースされた「古都」が下

鴨のほうであるのですか。 

 

熊谷：下鴨にある京都府立京都学・歴彩館大ホ

ールというコンサートホールの南隣です。5時

半開場，6 時スタート，定員 450 名先着順で，

事前申込みは不要，入場料は無料になっていま

すので，この機会にぜひ見ていただけたらと思

います。 

 

平竹：石関さんは来年京都国立近代美術館で展

覧会を企画なさっているということでしたね。 

 

石関：そうですね。 

 

平竹：お二人ともいろんなかたちでご活躍して

おられますし，またこの場ではない違った場で

もお二人のご活躍を目の当たりにされること
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もあると思いますので，ぜひ応援をよろしくお

願いいたします。本当にどうもお二人，お忙し

い中長時間にわたりましてどうもありがとう

ございました。 

会場：（拍手） 

 


